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 巻頭言   社会福祉法人そうふう会 理事長 山田義昭  

風化、あるいは喪失ということ 

 年が変わり、新年気分も一段落。４月の新年度に向けてギアが入れ替わったこ

とと存じます。今年も１年、ご協力いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 阪神淡路地震から、２５年が過ぎようとしています。地震以後の世代が成人期

を迎え、地震の記憶や跡についての報道も多数発信されていました。風化、消え

てなくなることが懸念される記事、それを否定する記事、現状の報告の記事など

を見て、あの経験はどのように人の記憶や地域の生活に残っていくのかを考えさ

せられました。 

 １月１１日、障害者福祉センターのふれあいデーというイベントが開催され、

その中でセンター情報コーナーの廃棄図書を、無料で配布するコーナーが設置さ

れていた。その廃棄図書を見ていると、浜田寿美男『ほんとうは 僕 殺したん

じゃねえもの～野田事件 青山正の真実』、ブルーノ・ベッテルハイム『フロイ

トのウィーン』、岡部伊都子『ひとを生きる』が含まれていた。思わず廃棄か！

と驚きと、落胆が襲ってきた。野田事件は、未だに係争中であり、冤罪事件と知

的障害についての重要な点検の書となっているものだ。フロイトのウィーンは、

フロイト派が自閉症や知的障害にどの様に取り組んだのかを知ることができる 

資料です。岡部さんの随筆は、人権課題を含むものとして知られています。何故、

廃棄とするのか、そこが判りません。情報コーナーは誰のための情報を提供して

いるのでしょう。担当者が知識がないで済まされるのでしょうか。ほんの管理が

仕事で、数量の管理をしていれば、それで良しなのだろうか。ハンナ・アントレ

イを引くまでもなく、戦争や虐殺や黙殺は、思想的にされたのではなく、仕事だ

からが理由であった苦い歴史がありました。 

 風化が進む、記憶が喪失する、その先に何があるのか、それが問題です。 

上の３冊の書籍は私が引き受けています。読まれたい方は一報ください。 

爽風 社会福祉法人 
そうふう会広報誌 
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 🏠ひろがりはうす🏠 
【福祉展】 

今回の福祉展では、前回大盛況だった「わなげ屋」さんに加え、「おかしつり」

も準備しました。思うより難しいわなげに小さなお子さんもたくさん挑戦して楽

しまれました。何が入っているかわからない「福袋」に入ったおかしつりをされ、

大当たりをつられ、喜んで帰られるお客さんもおられました。 

利用者さんはスタンプラリーに参加したり、クリスマスリースを作るブースや

点字ブース等で楽しまれました。その後は飲食ブースを全部制覇された利用者さ

んもおられ、それぞれの福祉展を楽しまれたように思います。 
 

ひろがりはうす 小野 

【冬まつり・in 福祉センター】 

例年 1 月、震える寒さの中で開催される野外出店イベント。 

今年も意を決して、防寒対策を整え…のはずだったのですが、当日は驚く程の温

かさ。 

お天気も味方につけ、幸先の良いスタートとなりました。 

今回は毎年ご好評頂いている「珈琲屋さん」に加え、令和初の新春に便乗して、

新たに「富くじ」で挑みます。準備は年末から作業の一環としてコツコツと取り

組みました。 

割りばしや空き箱に細工を施した「おみくじキット」の作成や、福袋に入れる、

お菓子の選定やオマケの授産品作り。そして開運の念を込め(笑)ながらの袋詰め。 

 

準備万端、いよいよ冬まつりが始まりました。 

コーヒーの香しい香りと共に、新年の運試しとばかりに富くじも大盛況。 

お客様が願いを込めて、くじを引かれれば、「おめでとうございます！ドンド

ン！！」と、プロ級の仕事をこなされる N さん。 

その威勢の良い声と太鼓の音が、会場を大いに沸かせていました 

その場に居合わせた皆さんと一緒に初笑い。 

今年も笑顔いっぱいの年のなりそうです(^^)/ 

ひろがりはうす 橋本 

事 業 所 ト ピ ッ ク ス 
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★きらきら★ 

７月 

 毎年、2月はノロウィルス、インフルエンザに注意が必要な時期です。

イベント、納品、買い物等で人の集まる場所には特に注意をしながら

マスク着用、手洗い、うがいと注意をしていますが、今年は新型コロ

ナウィルスが出て心配事が増えています。 

そんな中ですがメンバーさん職員、みんなで楽しい一年を過ごしたい

と思っています。 

今年もよろしくお願いします。 

昨年の 11 月 30 日、12 月 1 日の

福祉展です。 

スタンプラリー、抽選会、模擬店と

メンバーにとっては販売もあります

が楽しく参加できるイベントです。 

天気や気温が気になるバザーですが

沢山買ってもらって売上も良かった

です。 

1 年の最後の大きなバザーで結果が残せてホッとしています。 

 

12 月 クリスマス会(ボーリング大会、スシローで食事会、事業所に

戻ってクリスマス会と楽しい一日を過ごしました。 

 

 

 



4 

 

令和二年 初詣と新年会 

初詣は長岡天満宮、新年会は「サンマルコ 長岡京店」で食事会。 

スパゲティとピザとサラダ＆前菜

バイキング、ドリンクバー付きと

いうラッキー的なメニュー。 

サラダ＆前菜バイキングがとても

美味しく食事を楽しめるお店でし

た。 

昨年と同じ食事のコメントですが、

今年も良かったです。 

🌞サンシャインけやき🌞 
  明けまして おめでとうございます。今年も よろしくお願い致します 

12 月、1 月のけやきの様子をお伝えします。 

＜12 月＞ 福祉展に出店しました。いつものフランクフルト・ホットドッグに加

え、今回は新しく手作りのクレ

ープも販売しました。２日間で

約２００個の売り上げがあり手

応え上々でした。又、屋内では

手作り作品の販売もし、毛糸で

編んだねずみや正月飾りなど好評でした。メンバーさんは、店番をしたり、ホッ

トドッグやクレープをいっぱい食べて、しっかり売り上げに貢献されていました。 

クリスマス会では、退所するメンバーさんのお別れ会も兼ねて、メンバーさん・

保護者・スタッフ１８名が集まりました。歌やリコーダーの演奏に感動し、ビン

ゴゲーム、サンタさんも登場してのつかみどりなどで楽しく過ごし、美味しいお

弁当やケーキに、皆さん満足そうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

＜１月＞ 1/6(月)が始業となりました。地元の庄所神社へ初詣に行き、今年一年
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の健康と無事を願いました。10 日(金)には、野見神社の十日戎に行き、今年こ

そ!と福引きをしました。期待していた 1 等はでませんでしたが、3 等が 2 人も

でました。 

15 日(水)は、書き初めをしました。漢字、ローマ字、ねずみの絵などを思い思

いにかいて個性豊かな書き初めとなりました。 

今年も、健康に気をつけて皆が笑顔で過ごせる年であってほしいと願っています。 

                          久保 輝子  

🚋ふれ愛たかつき🚋 

・12 月は福祉展、たかつきまるしぇ、高槻支援学校、茨木支援学校、イオン鶴

見緑地に出店しとても忙しく活動していました。その他クリスマスには『ワーク

たんぽぽ』さんによるキャラメルポップコーンの実演販売を事業所にて行ってい

ただきました。キャラメルのおいしそうな甘～い匂いが漂い、仕事中でしたが試

食をさせていただきました。また2月バレンタインの時期もお願いできたらと考

えています。 

年末は大掃除と忘年会を開催し多くのメンバーさんが参加されました。2020

年もよろしくお願いいたします。 

 

♪ふれ愛たかつき 野外交流会に参加された方からのレポートです♪ 

野外交流会で 11/14 京都鉄道博物館に行ってきました。約 70 名の参加者があ

ったそうです。 

天気も良くて寒くもなくて良かったです。交流企画で1枚のいろんな列車の絵を

４つにバラバラにして絵を合わせるゲームをしました。絵を合わせて完成したら

プレゼントをもらえるので大変でしたが完成させることができて良かったです。 

お昼ご飯も美味しかったです。ジオラマも良かったです。時間が3時間ぐらいし

かなくてゆっくり見れなくて残念でしたが楽しかったです。 

ふれ愛たかつき 大河原政明 
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ふれ愛たかつきスタッフ挨拶 

明けましておめでとうございます。本年も皆さまにとって明るい年になりますよ

う願っています。 

ふれ愛たかつきでは一人ひとりが障がいを乗り越えて働くことによって、毎日笑

顔あふれる事業所にしていきたいです。利用者さんが毎日活動できる場所、みん

なで生活できる場所、生きる力をつけていける場所として一歩づつ進んでいきた

いです。 

利用者の皆さんの可能性を見つけていくために頑張ります。 

 

鳥本 二三夫 

🏢バイアスカンパニー🏢 
今年の冬は比較的暖かい日が続いていますが、皆様は如何お過ごしでしょう

か？暖かく過し易い気候はありがたいのですが、地球規模での「自然」を考える

と「過し易い」と喜んでばかりではいけないのかも？・・・と考えながら毎日を

活動に追われています。 

さて、秋号以降のバイアスカンパニーでは、11 月から 12 月にかけて「スマ

イルフェスタ」「ゆうあいセンター30 周年フェスタ」「福祉展」と外部販売に励

みました。この時期の外部販売は毎年の事ですが、自主製品の販売で貴重な収入

源になります。 

11 月 27 日、5 月に続いて今年 2 回目の外出レクに出かけました。詳細は利

用者 K さんの投稿をご覧下さい。(皆さんに配布した写真をお送りします。適当

に使ってください) 

12 月 25 日冬のボーナスを支給しました。冬のボーナスは 8 月～11 月の 4

か月間の 1 カ月平均工賃を支払うこととし、一人当たりの平均支給額は 7,620

円となりました。 

12 月 28 日大掃除・年越しそばで年を越し、1 月 4 日お雑煮・初詣で今年の活

動が始まりました。この間、所内で行っている手指消毒キャンペーンのお陰で感

染症は観られませんが、精神的に少し元気をなくす方がこの時期何人かおられ心

配が続く日々で活動しています。 

たなべ 
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♪バイアスカンパニー 外出レクに参加された方からのレポートです♪ 

「バイアスカンパニー冬のレクリエーション」 

11 月 27 日(水)、冬のレクで田辺さんの車と京阪バス、電車に分かれて京都の

中書島へ行く。十石船で川下り博物館を見学し船着き場まで戻る。途中坂本龍馬

で有名な寺田屋、月桂冠、黄桜などの酒蔵がある通りを歩き、鳥料理で有名な

“鳥せい”で食事を予約して下さった田辺さんに感謝。デザートもついて満足す

る。食後京阪で宇治まで移動し、平等院を拝観する。特に前の池に映る平等院は

素晴らしいの一言につきる。宝物館に展示されているなかのホウオウは、西洋の

フェニックス、不死鳥で知られている。宇治のお茶は有名で伝統と歴史があり豊

臣秀吉が茶会をもよおしたので知られている。我々バイアスカンパニーは甘党喫

茶“ますだ茶ぼう”で休そくしお茶やデザートで楽しむ。しばらくして電車で中

書島まで戻り私達は田辺さんの車で、他のグループは京阪と別れて高槻バイアス

カンパニーで解散し今回の歴史街道の旅は終る。 

NEWS NEWS NEWS 

わたしたちの動き＜１１月～１月＞ 

11/14（木） 法人事業所会議 

11/21（木） 法人職員研修会 

 「事業所と医療機関との連携」 

 さわらび診療所 井上氏 

     12/中旬   利用者健康診断 

1/09（木） 法人事業所会議 

秋～冬の主なイベント・出店参加 

「御堂筋バザー」「大阪民間共済会体育祭」「ゆうあいセンター秋の野外交流会

（京都鉄道博物館）」「ゆうあいセンター30 周年記念フェス」「高槻支援学校学習発

表会」「ヨハネの丘まつり」「高槻市福祉展」「たかつきまるしぇ」「ゆうあいセン

ター冬まつり」、 

他にイオン鶴見緑地様、大阪ガス様、茨木支援学校様、高槻支援学校様での販売、

高槻市障がい児者スポーツ教室、等々でした。 

出店参加のお誘い、またご来場ご協力いただいた皆様、ありがとうございました 
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編集後記 

私たちのような小さい事業所運営では、そのよって立つ制度上、ともす

ればほかの事業所にはさざ波程度の事でも、ときに大波となって襲って

くることがあり、それがここ数年続いてやっと落ち着いたかなという矢先

に、またざぶーんと大波がきた！というのが、この秋から冬の出来事でし

た。まわりの「善かれ」に巻き込まれる当事者も、決定の場所にはいつも

不在。＜nothing about us without us＞自分たちの事を勝手に決

めるなという流れをよそに、ああ世の中はこうなっているのかと、多少の

勉強にはなった。私たちがその立場なら絶対しないだろうな、と思うこと

も、ほかの価値観ではまかり通っている。そんな中で自分たちの特長をど

う打ち出せるかなというのが、ますます問われていくわけです。 

（ひろがり 松崎） 

 

社会福祉法人そうふう会広報誌『爽風』（そうふう）第１６号  ２０２０年２月発行 

 

社会福祉法人そうふう会 高槻市若松町７-５ 栄ビル２F 

★きらきら 高槻市辻子 2-6-18 

🌞サンシャインけやき 高槻市南庄所町 17-25-101 

🏢バイアスカンパニー 高槻市若松町 7-5-2F 

🏠ひろがりはうす 高槻市八幡町 6-4 

🚋ふれ愛たかつき 高槻市城北町２-１-１８ミング阪急高槻２F 

社会福祉法人そうふう会のホームページ 
法人の事業内容、各事業所の活動内容など発信しています。 

www.byus-co.com/ ぜひごらんください！ 

 
 

社会福祉法人そうふう会 

そ  う  ふ  う  会
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